
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県の人口、世帯など基本的な事項について、説明しています。 

Ⅱ 基礎データ 
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Ⅱ 基礎データ 

１ 福井県の人口の推移 

福井県の人口は、戦後の昭和 22 年～24 年の第１次ベビーブーム期に、出生数の増加によ

って著しく増加しましたが、以後、出生数の減少が続き、昭和 41 年の「ひのえうま」による

急減によって県人口は減少しました。その後、昭和 46～49 年には第 1 次ベビーブーム世代に

よる第 2 次ベビーブーム期が到来し、出生数が再び増加し県人口も増加しました。しかし、

未婚化や晩婚化が進むことによる出生数の減少によって、平成 12 年をピークに県人口は減少

しています。 

福井県の平成 24 年 1 月 1日現在の人口(推計)は 802,680 人となっています。男女別でみる

と、女性 414,555 人、男性 388,125 人で、女性が男性に比べて 26,430 人多く総人口の 51.6％

を占めています。 

また、推計人口による今後の人口の推移をみると、平成 22 年から平成 47 年の 25 年で、男

性が 7万人、女性が 6万 1千人減少し、福井県の人口は 67 万 6千人になると予測されていま

す。 

人口の推移（福井県）
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県人口の推移 

 総 数 女 性 男 性 女性の占める割合

昭和 5 年 616,967 313,091 303,876 50.7%
昭和 10 年 645,347 329,684 315,663 51.1%
昭和 15 年 642,695 331,281 311,414 51.5%
昭和 22 年 724,951 376,781 348,170 52.0%
昭和 25 年 751,085 387,394 363,691 51.6%
昭和 30 年 752,758 389,678 363,080 51.8%
昭和 35 年 752,696 392,408 360,288 52.1%
昭和 40 年 750,557 390,908 359,649 52.1%
昭和 45 年 744,230 387,591 356,639 52.1%
昭和 50 年 773,599 400,183 373,416 51.7%
昭和 55 年 794,354 410,085 384,269 51.6%
昭和 60 年 817,633 420,518 397,115 51.4%
平成 2 年 823,585 423,194 400,391 51.4%
平成 7 年 826,996 425,136 401,860 51.4%
平成 12 年 828,944 426,577 402,367 51.5%
平成 17 年 821,592 424,321 397,271 51.6%
平成 22 年 806,314 416,602 389,712 51.7%
平成 23 年 802,680 414,555 388,125 51.6%

（年）

千人（合計） 

資料出所：総務省「国勢調査」、平成 23 年度は県政策統計課「推計人口」（H24.1.1） 
平成 27 年以降は国立社会保障・人口問題研究所「都道府県の将来推計人口」（H19.5 推計）

千人（性別） 




